
コ　
レ　
ペ　
テ　ィ　
ト　
ゥ　
ア　
と　
い　
う
言
葉　
は　
ま　
だ　
一
般　

に　
広
ま　
っ　
て　
い　
な　
い　
が　
、　
オ　
ペ　
ラ　
上
演　
に　
は　
か　
か　

せ　
な　
い　
役
割
。　
オ　
ー　
ケ　
ス　
ト　
ラ　
と　
の　
リ　
ハ　
ー　
サ　
ル　

以
前　
の　
段
階　
で　
、　
指
揮
者　
の　
意
図
を
く　
み　
、　
出

演
歌
手　
に　
ピ　
ア　
ノ　
で　
歌
唱
指
導
を
行
う　
ス　
タ　
ッ　

フ　
の　
こ　
と　
で　
あ　
る　
。　
伴
奏　
の　
技
術
も　
さ　
る　
こ　
と　

な　
が　
ら　
、　
オ　
ペ　
ラ　
の　
レ　
パ　
ー　
ト　
リ　
ー　
に　
精
通　
し　
、　

し　
か　
も
複
数　
の　
外
国
語　
が　
で　
き　
な　
け　
れ　
ば　
な　

ら　
な　
い　
。　
現
在　
の　
日
本　
の　
学
校
教
育　
で　
は　
ピ　
ア　

ノ　
伴
奏
者　
の　
カ　
リ　
キ　
ュ　
ラ　
ム　
は　
あ　
る　
が　
、　
こ　
の　
分

野　
は　
ま　
だ　
確
立
さ　
れ　
て　
い　
な　
い　
。　
そ　
の　
意
味　
で　
、　

特　
に　
コ　
レ　
ペ　
テ　ィ　
を
目
指
す
日
本
人　
に　
と　
っ　
て　
は　

こ　
の　
研
修　
が　
貴
重
な　
経
験
と　
な　
る　
だ　
ろ　
う　
。　

研
修
生　
は　
ま　
た　
、　
舞
台　
に　
立　
つ　
可
能
性
も

あ　
る　
。　
今
年　
の　
メ　
ゾ　
ソ　
プ　
ラ　
ノ　
研
修
生
増
田
貴

代
子
さ　
ん　
は　
一
月
到
着
早
々　
、　
端
役
な　
が　
ら　

ブ　
ゾ　
ー　
ニ　
の　『　
フ　
ァ　
ウ　
ス　
ト　
』　の　
舞
台
袖　
で　
影
歌
を

唱
す　
る　
機
会　
に　
恵
ま　
れ　
た　
。　

ま　
た　
、　
シ　
ャ　
ト　
レ　
劇
場　
の　

ホ　
ワ　
イ　
エ　
で　
行　
っ　
て　
い　
る　

「　
ミ　
デ　
ィ　
・　
ミ　
ュ　
ー　
ジ　
コ　
ー　
」　が　

あ　
る　
が　
、　
こ　
れ　
は　
若
手
発
掘　

の　
機
会
と　
な　
っ　
て　
い　
る　
昼　
の　

ミ　
ニ　
コ　
ン　
サ　
ー　
ト　
で　
、　
研
修
生　

は　
こ　
れ　
に　
出
演
す　
る　
こ　
と　
が　

要
請
さ　
れ　
る　
。　
パ　
リ　
は　
文
化

日 本 を 知 ろ う ・ フ ラ ン ス を 知 ろ う

芸
術
を
世
界　
に　
発
信
す　
る　
都
市　
で　
あ　
り　
、　一
流　

の　
ジ　
ャ　
ー　
ナ　
リ　
ス　
ト　
や　
プ　
ロ　
モ　
ー　
タ　
ー　
の　
み　
な　
ら

ず　
、　
耳　
の　
肥
え　
た　
多
く　
の　
観
客
た　
ち　
が　
い　
る　
。　

こ　
の　
コ　
ン　
サ　
ー　
ト　
へ　
の　
出
演　
は　
、　
こ　
の　
よ　
う　
な　

人
々　
に　
対　
し　
て　
積
極
的
な　
プ　
ロ　
モ　
ー　
シ　
ョ　
ン　
活

動
を
行
う
絶
好　
の　
チ　
ャ　
ン　
ス　
で　
あ　
る　
。　

シ　
ャ　
ト　
レ　
劇
場　
は　
、　
革
新
性
と　
芸
術
性　
の　

高　
い　
オ　
ペ　
ラ　
や　
コ　
ン　
サ　
ー　
ト　
を
一
流　
の　
ア　
ー　
テ　
ィ　

ス　
ト　
を
招　
い　
て　
上
演
さ　
れ　
て　
い　
る　
こ　
と　
で　
知
ら　

れ　
て　
い　
る　
。　
例
え　
ば　
今
年　
の　
プ　
ロ　
グ　
ラ　
ム　
で　
は　
、　

グ　
ル　
ッ　
ク　
の　『　
ア　
ル　
チ　
ェ　
ス　
テ　
』　で　
は　
フ　
ォ　
ン　
・　
オ　
ッ　

タ　
ー　
が　
、　
ま　
た　
モ　
ー　
ツ　
ァ　
ル　
ト　
の　『　
ミ　
ト　
リ　
ダ　
ー　
テ　
』　

で　
は　
ジ　
ュ　
ゼ　
ッ　
ペ　
・　
サ　
バ　
テ　ィ　
ー　
ニ　
ら　
が　
出
演　
し　
て　

い　
る　
。　
彼
ら　
の　
稽
古
を
目　
の　
当
た　
り　
に　
で　
き　
る　

こ　
と　
が　
、　
ど　
れ　
ほ　
ど　
貴
重　
で　
、　
大
き　
な　
意
味
を

持　
つ　
か　
は　
い　
う　
ま　
で　
も　
な　
い　
だ　
ろ　
う　
。　
六　
ヶ　
月

と　
い　
う
短　
い　
期
間
だ　
が　
、　彼
ら　
が　
大
き　
く　
ス　
テ　
ッ　

プ　
ア　
ッ　
プ　
す　
る　
こ　
と　
を
期
待　
し　
た　
い　
。　

プ　
ロ　
ジ　
ェ　
ク　
ト　
・　
カ　
レ　
ン　
ダ　
ー　

2
0
0
0
年
4
月
〜
6
月

4
月
1  4
日
〜
5
月
7
日

《
京
都
の
暑
い
夏
２
０
０
０
》

〜
日
仏
ダ
ン
サ
ー
ら
に
よ
る
共
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
〜

京
都
の
暑
い
夏
事
務
局
／
於
京
都

会
場
／
関
西
日
仏
交
流
会
館
「
ヴ
ィ
ラ
九

条
山
」、
関
西
日
仏
学
館
、
東
山

青
年
の
家
、
京
都
芸
術
セ
ン
タ
ー

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
ス　
ケ　
ジ　
ュ　
ー　
ル　

Ａ
／

ク
リ
エ
イ
タ
ー
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

坂
本
公
成
＋
森
裕
子

4
月
1  4
、　1  5
、　1  6
、　2  1
、　22
日

全
5
回

J
・　
L
・　
サ
ス
ポ
ー
テ
ス　（
独
）　

4
月
23
〜
27
日
　
全
10
回

ヴ　
ェ　
ロ　
ニ　
ク　
・　
ラ
ル
シ　
ェ　（
仏
）　

5
月
1
〜
9
日　
（
※
）
全
9
回

フ
レ　
イ　
・　
フ　
ァ　
ウ
ス
ト　（
仏
）　

4
月
28
〜
5
月
7
日　
（
※
）
全
9
回

ヴ　
ィ　
ン
セ　
ン
ト　
・　
S
・　
マ　
ン
ト　
ソ　
ー　（
南　
ア　
）　

4  
月　
28  
〜　
5  
月　
7  
日　
（
※
）
全
9
回

※
5
月
3
日
は
休
み

B
／

ダ
ン
ス
・
ク
リ
ニ
ッ
ク

黒
子
さ
な
え

4
月
28
〜
30
日
　
全
3
回

C
／

ビ
ギ
ナ
ー
ク
ラ
ス

森
裕
子
4
月
28
日

フ
レ　
イ　
・　
フ　
ァ　
ウ
ス
ト
4
月
29
、　30
日

黒
子
さ
な
え
5
月
1
日

ヤ
ザ
キ
タ
ケ
シ
5
月
2
日

ヴ　
ィ　
ン
セ　
ン
ト　
・　
S
・　
マ　
ン
ト
ソ
ー

5
月
3
日

ヴ　
ェ　
ロ　
ニ　
ク　
・　
ラ
ル
シ　
ェ　

5
月
5
〜
7
日

D
／

ビ
デ
オ
上
映
＋
交
流
会

4
月
28
〜
5
月
7
日

S
／

ヴ　
ィ　
ン
セ　
ン
ト　
・　
S
・　
マ　
ン
ト
ソ
ー
　

ス
ペ　
シ　
ャ　
ル　
・　
ワ
ー
ク
シ　
ョ　
ッ　
プ

5
月
1  2
、　1  3
、　1  4
日
　
全
7
回

毎
年
20  
万
人
を
集
め
る
パ　
リ　

の
ブ　
ッ　
ク　
フ　
ェ　
ア
が
今
回
第
20  
回

目
を
迎
え　
、　
3  
月
17  
日
か
ら　
22  
日

ま　
で
開
か　
れ
た　
。　
そ　
こ　
で
最
近　
の　

フ　
ラ　
ン　
ス　
の
出
版
事
情
を
調　
べ　
て　
み
た　
。　

『　
リ　
ー　
ヴ　
ル　
・　
エ　
ブ　
ド　
』　誌　
に　
よ　
る　
と　
、　

99  
年　
の　
書
籍
販
売
額　
は　
前
年
度　
と　
比　
べ　

2.5  
％　
の　
伸
び　
が　
予
想　
さ　
れ　
て　
い　
る　
。　
そ　
の　

中　
で　
も　
特　
に　
児
童
書　
、　
実
用
書　
、　
コ　
ミ　
ッ　

ク　
ス　
の　
売
上
げ　
が　
増
大　
し　
た　
よ　
う　
だ　
。　

文
芸
書　
は　
日
本
同
様
苦
戦　
を　
強　
い　
ら　
れ　

て　
い　
る　
が　
、　
そ　
の　
中　
で　
も　
一
体　
ど　
の　
よ　
う　

な　
な　
本　
が　
売　
れ　
た　
の　
だ　
ろ　
う　
か　
。　

総
合
週
刊
誌　
『
エ
ク
ス
プ
レ
ス
』　
と

の
調
査
に
よ
る
と
、　
99
年
小
説
部

門
で
は
フ
ラ　
ン
ス
の
ベ　
ス
ト
セ
ラ
ー
作

家
、　
ダ
ニ
エ
ル　
・　
ペ　
ナ
ッ
ク
の　
『

』　（「
情
熱
の
果

実
」　、　
ガ
リ
マ
ー
ル
社
）　
が　
、　随
筆　
・　
ノ　
ン　

フ　
ィ　
ク
シ　
ョ　
ン
部
門
で
は
サ　
ッ　
カ　
ー　
の

前　
フ
ラ　
ン　
ス
代
表
監
督
の　
エ　
メ　
・　

ジ　
ャ　
ケ
氏
が
サ　
ッ　
カ
ー
に
捧
げ
た
彼
の

人
生
と　
ワ
ー
ル
ド
カ　
ッ　
プ
優
勝
ま　
で　
の

軌
跡
を
綴
っ
た
『

』　（　「　
栄
光　
へ　
の
人　
生　
」　、　ロ　
ベ　
ー　
ル　
・　
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ラ　
フ　
ォ　
ン
／
プ　
ロ　
ン
社
刊
）　が
ト　
ッ　
プ　
の

売
上
げ
を
記
録
し
た　
と　
い
う　
。　

と
こ
ろ
で
、
い
ま
フ
ラ
ン
ス
で
は
辞

典
出
版
が
ブ
ー
ム
だ
。
総
合
週
刊
誌

『
ヌ
ー
ベ
ル
・
オ
ブ
セ
ル
バ
ト
ゥ
ー
ル
』

（
2
月
24
日
ー

3
月
1
日
号
）　
に
よ
る
と
、

95  
年
辞
典
類　
の
刊
行
は　
1  
0  
2  
冊
に
と

ど　
ま　
っ　
て　
い　
た
が　
、　98  
年
に　
は　
2  
2  
0  
冊　

へ　
と
倍
増
し
た　
。　
そ　
れ　
も
従
来
は
ク　
リ　

ス　
マ　
ス　
の
時
期
に
集
中
し　
て
発
売
さ　
れ　

て　
い　
た　
の
が　
、　
最
近
は
年
間
を
通
じ　
て　

コ　
ン　
ス　
タ　
ン　
ト
に
出　
て　
い　
る　
の
が
特
徴

だ　
。　
昨
年
は
老
舗
出
版
社
ラ　
ル
ー　
ス
か

ら
だ
け　
で　
も　
14  
冊
も　
の
辞
典
が
発
刊
さ　

れ　
て　
い　
る　
。　利
益
分
水
嶺
が　
6  
0  
0  
0  
部

と
さ　
れ　
て　
い　
る
辞
書
類
に　
あ　
っ　
て　
、　
例

え
ば　
『　
シ　
ン　
ボ
ル
辞
典
』　（　
ラ　
フ　
ォ　
ン
社　

《
ブ
キ　
ャ　
ン　
》　シ　
リ
ー
ズ
）　は
累
積
45  
万

部
と　
い
う
驚
異
的
な
売
れ
行

き　
で　
あ
る　
。　
同
社
か
ら　
は
最
近　

『　
ロ　
ッ　
ク
辞
典
』　も
発
売
さ　
れ
た　
。　

い　
ま
な
ぜ
辞
典
な　
の
か　
。　

「
ま
す
ま
す
多
様
化　
・　
矮
小

化
す
る
知
的
好
奇
心
に
応
え

よ
う
と
す
る
も　
の
」　
と　
い
う
意

見
が　
あ
る
一
方
、　大
教
養
主
義　

へ　
の
希
求
が
薄
れ　
て　
い　
る　
こ　
と　

の
兆
し
と
見
る
む　
き　
も　
あ
る　
。　

薄
手　
の
紙
を
用　
い　
、　
開　
い　
た
ま

ま　
に　
し　
て　
お　
け
る
装
丁
、　し
か

も
安
い
価
格
設
定
を
し
た

ラ
フ　
ォ　
ン
社
の　
《
ブ
キ
ャ　
ン
》　

シ
リ
ー
ズ
の
よ
う
な
タ　
イ
プ
で

出
版
し
て
い
る
こ
と
も
そ
の

成
功
の
理
由
か
も
し
れ
な
い　
。　

同
じ
く　『
ヌ　
ー　
ベ　
ル　
・　
オ
ブ
セ　

ル
バ　
ト　
ゥ　
ー
ル
』　（　
3  
月
2  
日
ー

8  
日
号
）　に
よ
る
と　
、　こ　
こ
数
年　

フ　
ラ　
ン　
ス
人　
の
詩　
へ　
の
情
熱
が
高
ま　
っ　

て　
い　
る
と　
い
う　
。　
パ　
リ　
の
地
下
鉄　
で
詩　

の
朗
読
会　
の
案
内
を
だ
し
た　
と　
こ　
ろ　
、　

8  
0  
0  
0  
人
も　
の
参
加
者
を
記
録
し
た　

こ　
と
や　
、　
こ　
の　
2  
年
間　
で　
1  
0  
0  
以
上　

の
書
店
が
詩　
の　
コ　
ー
ナ　
ー
を
新
設
し
た　

こ　
と　
、　
ま
た
出
版
社
1  
0  
0  
社
あ
ま
り

と
雑
誌
3  
0  
0  
誌
以
上
が
毎
年
6  
月

パ　
リ　
の
サ　
ン　
・　
ウ　
ス　
タ
ー　
シ　
ュ　
広
場
に
参

集
す
る　
こ　
と
な
ど
が
記
事　
で
触
れ
ら
れ　

て　
い　
る　
。　
昨
年
は　
こ　
の
よ
う
な
詩
に
関

す
る　
2  
5  
0  
0  
も　
の
催
し
物
が　
フ　
ラ　
ン　

ス
全
国　
で
企
画
さ　
れ　
、　
そ　
れ　
に　
あ　
わ
せ　

て
詩
に
関
す
る
書
籍
や
雑
誌　
の
販
売
が

好
調
な　
の
だ　
と
か　
。　

国
立
書
籍
セ　
ン　
タ
ー
か
ら　
の
報
告

さ　
れ
た
数
字
も　
こ　
の
現
象
を
裏
付
け　
て　

い　
る　
。　
こ　
の　
4  
年
間
に
詩
歌
に
関
す
る

出
版
物
が　
3  
8  
7  
冊
か
ら　
6  
0  
0  
冊　
へ　

と
激
増
し　
て　
い　
る
と　
い
う　
。　

ま
た
、　ガ
リ
マ
ー
ル
社
の　《
ポ
エ
ジ
ー　
・　

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
》　
も
大
成
功
を
収
め
て

い
る
。　エ
リ
ュ
ア
ー
ル
は
40
万
部
、　ア
ラ

ゴ
ン
は
30
万
部
、　
ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
の　

『　
ア　
ル　
コ　
ー　
ル　
』　に　
い　
た　
っ　
て　
は　
1
0
0
万　

部
の
売
上
げ
を
記
録
し
た
。　

同
時
代
詩
人
に
関
し
て
は
こ
れ
ほ
ど

の
部
数
で
は
な　
い
も
の
の
、　
ブ
ー
ム

は
決
し
て
例
外
で
は
な　
い　
。　
通
常
詩
集

の
出
版
は
小
規
模
な
も
の
で
、　
年
間
総

数
15
冊
、　
1
冊
あ
た
り
の
印
刷
部
数
は

1
0
0
部
ど
ま
り　
。　
こ
れ
を
3
、　
4
年

か
け
て
完
売
さ
せ
る
ペ　
ー
ス
だ　
っ　
た

の
が　
、　
現
在
は
初
版
の
段
階
で
す
で
に

2
0
0
0
部
が
印
刷
さ
れ
る
。　
こ
の
よ

う
な
現
象
に
は
、　
先
に
あ
げ
た
国
立
書

籍
セ　
ン
タ
ー
が
81
年
か
ら
開
始
し
た

詩　
へ　
の
出
版
助
成
が
関
係
し
て　
い
る
と

の
声
も
あ
る
。　

こ　
の
詩　
へ　
の
情
熱
は
一
時　
の
流
行
？

笹 川 日 仏 財 団
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フ
ラ
ン
ス
出
版
事
情

本
年
３
月
24
日
笹
川
日
仏
財
団
は

10
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ま
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
珍
し
い
基
本
財
産
を
持
つ
民
間
の

助
成
財
団
で
、
試
行
錯
誤
の
10
年
で
し
た
が
、

今
後
と
も
皆
様
の
ご
指
導
賜
り
ま
す
よ
う

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（M）

今
年
二
月
十
一
日　
か　
ら

十
四
日
ま　
で　
、　
大
阪
と　
東
京　

で　
、　
日
本
人
若
手
声
楽
家

と　
コ　
レ　
ペ　
テ　ィ　
ト　
ゥ　
ア　
を
対
象　

に　
、　
第
二
回　
パ　
リ
滞
在
研
修　

の　
た　
め　
の　
オ　
ー　
デ　ィ　
シ　
ョ　
ン　
が　

開
催
さ　
れ　
、　
四
十
四
名　
が　

応
募
、　ソ　
プ　
ラ　
ノ　
、　メ　
ゾ　

ソ　
プ　
ラ　
ノ　
、　
ピ　
ア　
ニ　
ス　
ト　

各　
一　
名　
が　
合　
格　
し　
た　
。　

こ　
れ　
は　
、　
当
財
団

と　
パ　
リ
市
立　
シ　
ャ　
ト　

レ　
劇
場　
が　
企
画　
し　
た　

半
年
間　
の　
滞
在
研

修　
で　
、　
一
九
九
九
年　

に　
第
一
回
オ　
ー　
デ　
ィ　

シ　
ョ　
ン　
を
実
施
。　
劇

場
と　
い　
う　
、　
実
際　
の　

公　
演　
が　
制　
作　
さ　
れ　
る　

現
場　
で　
才
能
あ　
る　

ア　
ー　
テ　ィ　
ス　
ト　
の　
実
力

を　
さ　
ら　
に　
磨　
い　
て　
い　

く　
こ　
と　
を
主
眼
と　
し　

て　
い　
る　
。　

初
回　
の　
合
格
者

二
名　（　
メ　
ゾ　
ソ　
プ　
ラ　
ノ　

と　
コ　
レ　
ペ　
テ　ィ　
ト　
ゥ　
ア　
）　は　
、　
今
年
一
月　
に　
渡
仏　
し　
、　

す　
で　
に　
シ　
ャ　
ト　
レ　
劇
場　
の　
作
成
す　
る　
プ　
ロ　
グ　
ラ　

ム　
に　
沿　
っ　
て　
研
鑽
を
積
ん　
で　
い　
る　
。　
同
劇
場　
で　

上
演
さ　
れ　
る　
オ　
ペ　
ラ　
の　
稽
古
見
学　
や
特
定　
の　

役
柄　
の　
ア　
ン　
ダ　
ー　
ス　
タ　
デ　ィ　
、　
ま　
た　
音
楽
顧
問　
に　

よ　
る　
直
接　
レ　
ッ　
ス　
ン　
な　
ど　
を
受
け　
る　
多
忙
な　

ス　
ケ　
ジ　
ュ　
ー　
ル　
が　
組
ま　
れ　
て　
い　
る　
。　
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ス　
タ　
イ　
ル　
が　
課　
題　
だ　
っ　
た　
。　
現　
在　
フ　
ラ　
ン　

ス　
で　
は　
、　
従　
来　
の　
伝　
統　
的　
で　
ス　
ト　
ー　

リ　
ー　
性　
の　
あ　
る　
描　
写　
で　
は　
な　
い　
演　
劇　
が　

生　
ま　
れ　
て　
い　
る　
と　
ジ　
ャ　
ッ　
ク　
・　
ブ　
ラ　
ン　
氏　
。　

「　
戯　
曲　
を　
書　
く　
上　
で　
、　新　
聞　
記　
事　
や　
イ　
ン　

タ　
ビ　
ュ　
ー　
の　
テ　
ー　
プ　
な　
ど　
を　
素　
材　
に　
、　

フ　
ィ　
ク　
シ　
ョ　
ン　
と　
し　
て　
再　
構　
成　
す　
る　
こ　
と　

で　
、　
新　
し　
い　
演　
劇　
が　
生　
ま　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

し　
か　
も　
そ　
の　
演　
劇　
が　
二　
〇　
世　
紀　
前　
半　
を　

代　
表　
す　
る　
作　
家　
ポ　
ー　
ル　
・　
ク　
ロ　
ー　
デ　
ル　

と　
並　
び　
、　
高　
校　
の　
授　
業　
で　
扱　
わ　
れ　
る　
ま　

で　
に　
な　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　

九　
〇　
年　
代　
の　
表　
現　
方　
法　
は　
、　
従　
来　
の　

ド　
ゥ　
ラ　
マ　
ト　
ゥ　
ル　
ギ　
ー　
に　
添　
っ　
た　
も　
の　

で　
は　
あ　
り　
ま　
せ　
ん　
。　た　
と　
え
ば　
セ　
リ　
フ　
を　

内　
容　
で　
な　
く　
、　
音　
と　
し　
て　
捉　
え　
、　
あ　
る　

音　
だ　
け　
を　
強　
調　
し　
た　
り　
、　
リ　
ズ　
ミ　
ッ　
ク　

に　
語　
っ　
た　
り　
し　
て　
、　
戯　
曲　
を　
楽　
譜　
の　
よ　

う　
に　
扱　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　
こ　
れ　
は　
、　
絵　
画　

な　
ら　
ば　
具　
象　
か　
ら　
抽　
象　
へ　
の　
変　
化　
と　
同　

じ　
も　
の　
と　
い　
え　
る　
の　
で　
す　
」　

そ　
の　
一　
例　
と　
し　
て　
、　
フ　
レ　
デ　
リ　
ッ　
ク　
・　

フ　
ィ　
ス　
バ　
ッ　
ク　
と　
平　
田　
オ　
リ　
ザ　
で　
共　
同　

演　
出　
さ　
れ　
た　
『　
東　
京　
ノ　
ー　
ト　
』　
を　
中　
心　

に　
話　
が　
進　
め　
ら　
れ　
て　
い　
っ　
た　
。　
こ　
の　
作　

品　
は　
、　
サ　
ン　
＝　
ド　
ニ　
市　
の　
ジ　
ェ　
ラ　
ー　
ル　
・　

フ　
ィ　
リ　
ッ　
プ　
国　
立　
演　
劇　
セ　
ン　
タ　
ー　
が　
、　
サ　
ッ　

カ　
ー　
の　
ワ　
ー　
ル　
ド　
カ　
ッ　
プ　
に　
関　
連　
さ　
せ　
、　

参　
加　
三　
二　
ヵ　
国　
の　
劇　
作　
家　
の　
作　
品　
を　
翻　

訳　
し　
上　
演　
す　
る　
に　
あ　
た　
り　
、　
日　
本　
代　
表　

と　
し　
て　
選　
ば　
れ　
た　
も　
の　
だ　
っ　
た　
。　

特　
に　
静　
か　
な　
日　
常　
を　
リ　
ア　
ル　
に　
描　
く　

こ　
と　
で　
特　
徴　
の　
あ　
る　
平　
田　
オ　
リ　
ザ　
の　
代　

表　
作　
だ　
が　
、　「　
あ　
れ　
だ　
け　
写　
実　
に　
撤　
し　

て　
い　
る　
作　
品　
が　
、　
な　
ぜ　
抽　
象　
な　
の　
か　
」　

と　
宮　
沢　
章　
夫　
が　
疑　
問　
を　
呈　
し　
た　
よ　
う　

に　
、　
フ　
ラ　
ン　
ス　
で　
は　
、　
平　
田　
演　
出　
と　
は　

異　
な　
る　
非　
現　
実　
的　
な　
舞　
台　
と　
し　
て　
完　

成　
。　「　
セ　
リ　
フ　
を　
音　
楽　
の　
よ　
う　
に　
扱　
い　
」　、　

「　
二　
五　
人　
の　
俳　
優　
の　
動　
き　
は　
、　
抽　
象　
的　

な　
振　
り　
付　
け　
を　
見　
る　
よ　
う　
だ　
っ　
た　
」　と　
、　

フ　
ラ　
ン　
ス　
人　
か　
ら　
の　
感　
想　
が　
述　
べ　
ら　
れ　
た　
。　

二　
日　
目　
の　
「　
劇　
場　

と　
コ　
ミ　
ュ　
ニ　
テ　
ィ　
」　

で　
は　
、　
一　
九　
九　
〇　
年　

代　
に　
な　
っ　
て　
、　
急　
速　

に　
若　
手　
演　
劇　
人　
た　
ち　

が　
公　
共　
劇　
場　
の　
デ　
ィ　

レ　
ク　
タ　
ー　
へ　
と　
進　
出　

し　
て　
い　
っ　
た　
過　
程　
と　
そ　
の　
後　
の　
活　
動　
が　

内　
容　
で　
あ　
る　
。　

特　
に　
九　
〇　
年　
代　
初　
め　
ま　
で　
に　
、　フ　
ラ　
ン　

ス　
各　
地　
に　
公　
共　
劇　
場　
が　
建　
て　
ら　
れ　
、　
施　

設　
面　
の　
充　
実　
は　
み　
た　
も　
の　
の　
、　
創　
造　
性　

の　
伴　
わ　
な　
い　
も　
の　
で　
し　
か　
な　
い　
現　
実　
が　

あ　
っ　
た　
と　
い　
う　
。　
上　
演　
さ　
れ　
る　
も　
の　
は　
、　

「　
従　
来　
の　
演　
劇　
の　
枠　
を　
決　
し　
て　
越　
え　
よ　

う　
と　
は　
し　
な　
い　
古　
典　
も　
の　
に　
と　
ど　
ま　
っ　

て　
い　
た　
。　
ク　
リ　
エ　
ー　
シ　
ョ　
ン　
の　
場　
で　
あ　

る　
べ　
き　
は　
ず　
が　
、　
単　
に　
芸　
術　
を　
消　
費　
す　

る　
場　
所　
に　
な　
り　
さ　
が　
っ　
て　
い　
っ　
た　
」　
と　

テ　
ィ　
ボ　
ー　
ダ　
氏　
。　

だ　
が　
、　
こ　
の　
状　
況　
に　
抵　
抗　
す　
る　
動　
き　

が　
生　
ま　
れ　
て　
き　
て　
い　
る　
の　
が　
現　
在　
な　
の　

で　
あ　
る　
。　

た　
と　
え　
ば　
、　
昔　
の　
工　
場　
跡　
を　
劇　
場　
に　

し　
た　
り　
、　
住　
居　
と　
し　
て　
も　
住　
め　
る　
場　
を　

う　
な　
戯　
曲　
な　
の　
か　
。　
抽　
象　
絵　
画　
を　
例　
に　

し　
た　
フ　
ラ　
ン　
ス　
演　
劇　
と　
は　
？
会　
場　
で　

上　
映　
さ　
れ　
た　
ビ　
デ　
オ　
で　
も　
よ　
い　
。　
何　
ら　

か　
の　
素　
材　
を　
活　
用　
し　
て　
話　
を　
進　
め　
る　
な　

ど　
、　
も　
う　
一　
歩　
踏　
み　
込　
ん　
だ　
具　
体　
例　
が　

少　
し　
で　
も　
あ　
れ　
ば　
、　
よ　
り　
一　
層　
、　
日　
本　

人　
が　
フ　
ラ　
ン　
ス　
演　
劇　
の　
現　
在　
を　
知　
る　

機　
会　
と　
な　
り　
得　
た　
だ　
ろ　
う　
。　

特　
に　
両　
日　
と　
も　
ミ　
ン　
ヤ　
ナ　
、　
カ　
デ　
ィ　
オ　

両　
氏　
の　
戯　
曲　
を　
自　
ら　
朗　
読　
す　
る　
ド　
ラ　
マ　

リ　
ー　
デ　
ィ　
ン　
グ　
が　
行　
な　
わ　
れ　
た　
が　
、　フ　
ラ　
ン　

ス　
語　
が　
理　
解　
で　
き　
な　
い　
参　
加　
者　
の　
た　
め　

の　
工　
夫　
が　
あ　
っ　
て　
も　
よ　
か　
っ　
た　
の　
で　
は　

な　
い　
か　
。　
来　
日　
メ　
ン　
バ　
ー　
に　
は　
、　
字　
幕　

作　
成　
プ　
ロ　
グ　
ラ　
ム　
を　
実　
施　
し　
て　
い　
る　
仏　

外　
務　
省　
の　
外　
郭　
団　
体　
で　
あ　
る　
Ａ　
Ｆ　
Ａ　
Ａ　

の　
職　
員　
も　
含　
ま　
れ　
て　
い　
た　
の　
で　
あ　
る　
。　

字　
幕　
プ　
ロ　
グ　
ラ　
ム　
を　
活　
用　
す　
る　
手　
立　
て　

が　
あ　
っ　
て　
も　
よ　
か　
っ　
た　
だ　
ろ　
う　
。　

し　
か　
し　
、　
多　
少　
の　
未　
消　
化　
は　
あ　
っ　
た　

も　
の　
の　
、　
日　
本　
の　
公　
共　
劇　
場　
で　
一　
年　

間　
と　
い　
う　
長　
期　
に　
渡　
り　
、　
こ　
う　
し　
た　

催　
し　
が　
開　
か　
れ　
た　
こ　
と　
は　
、　
両　
国　
に　

と　
っ　
て　
有　
意　
義　
な　
機　
会　
と　
な　
っ　
た　
。　
特　

に　
言　
葉　
の　
障　
壁　
を　
越　
え　
て　
理　
解　
し　
て　
い　

か　
な　
け　
れ　
ば　
な　
ら　
な　
い　
難　
し　
さ　
を　
含　
む　

演　
劇　
世　
界　
に　
あ　
っ　
て　
、　
こ　
の　
よ　
う　
な　

試　
み　
を　
持　
つ　
こ　
と　
は　
重　
要　
だ　
。　
こ　
れ　
を　

機　
に　
、　
今　
後　
さ　
ら　
に　
深　
ま　
る　
交　
流　
を　

期　
待　
し　
た　
い　
。　

こ　
の　
二　
一　
世　
紀　
こ　
そ　
、　
演　
劇　
と　
い　
う　

空　
間　
の　
可　
能　
性　
を　
信　
じ　
て　
や　
ま　
な　
い　

フ　
ラ　
ン　
ス　
と　
日　
本　
、　
両　
国　
の　
演　
劇　
人　
の　

情　
熱　
に　
触　
れ　
る　
こ　
と　
が　
で　
き　
た　
だ　
け　
で　

も　
意　
味　
が　
あ　
っ　
た　
。　

イ　
ヨ　
ネ　
ス　
コ　
や　
ベ　

ケ　
ッ　
ト　
な　
ど　
フ　
ラ　
ン　

ス　
演　
劇　
は　
、　
日　
本　
の　

劇　
作　
家　
や　
演　
出　
家　
に　

大　
き　
な　
影　
響　
を　
与　
え　

て　
き　
た　
。　
し　
か　
し　
小　

劇　
場　
演　
劇　
が　
主　
流　
と　

な　
っ　
た　
一　
九　
八　
〇　
年　

代　
以　
降　
は　
、　
日　
本　
演　

劇　
の　
視　
野　
か　
ら　
は　
フ　

ラ　
ン　
ス　
演　
劇　
は　
す　
っ　

か　
り　
姿　
を　
消　
し　
て　

い　
っ　
た　
。　
そ　
の　
間　
、　

フ　
ラ　
ン　
ス　
演　
劇　
は　
、　

演　
出　
家　
の　
時　
代　
か　
ら　
、　

劇　
作　
家　
の　
時　
代　
へ　
と　

変　
貌　
。　
そ　
の　
意　
味　
か　

ら　
も　
、　
今　
回　
の　
催　
し　

は　
、　ま　
さ　
に　
フ　
ラ　
ン　
ス　
の　

新　
し　
い　
息　
吹　
を　
肌　
で　

感　
じ　
る　
こ　
と　
の　
で　
き　
る　

貴　
重　
な　
体　
験　
と　
な　
っ　

た　
の　
で　
あ　
る　
。　

シ　
ン　
ポ　
ジ　
ウ　
ム　
第　

一　
日　
目　
は　
「　
言　
葉　
と　

舞　
台　
〜　
フ　
ラ　
ン　
ス　
の　

新　
し　
い　
演　
劇　
人　
た　

ち　
」　、　
二　
日　
目　
は　
「　
劇　
場　
と　
コ　
ミ　
ュ　
ニ　

テ　
ィ　
」　
を　
テ　
ー　
マ　
に　
、　
各　
々　
約　
四　
時　
間　

に　
わ　
た　
っ　
て　
行　
な　
わ　
れ　
た　
。　
メ　
ン　
バ　
ー　

は　
、　
先　
頃　
フ　
ラ　
ン　
ス　
で　
上　
演　
さ　
れ　
た　

『　
東　
京　
ノ　
ー　
ト　
』　（　
平　
田　
オ　
リ　
ザ　
）　
の　
戯　

曲　
の　
出　
版　
を　
手　
掛　
け　
、　
自　
ら　
演　
出　
家　
と　

し　
て　
活　
躍　
す　
る　
フ　
ラ　
ン　
ソ　
ワ　
・　
ベ　
ル　
ー　
ル　

や　
そ　
の　
上　
演　
劇　
場　
と　
な　
っ　
た　
ブ　
レ　
ス　
ト　

劇　
場　
デ　
ィ　
レ　
ク　
タ　
ー　
で　
あ　
る　
、　
ジ　
ャ　
ッ　
ク　
・　

ブ　
ラ　
ン　
、　
ま　
た　
劇　
作　
家　
で　
俳　
優　
の　
フ　
ィ　

リ　
ッ　
プ　
・　
ミ　
ン　
ヤ　
ナ　
、　
小　
説　
家　
で　
詩　
人　

の　
オ　
リ　
ヴ　
ィ　
エ　
・　
カ　
デ　
ィ　
オ　
、　「　
リ　
ベ　

ラ　
シ　
オ　
ン　
」　
の　
記　
者　
の　
ジ　
ャ　
ン　
＝　

ピ　
エ　
ー　
ル　
・　
テ　
ィ　
ボ　
ー　
ダ　
氏　
ら　
、　
現　
在　

第　
一　
線　
で　
活　
躍　
す　
る　
演　
劇　
人　
が　
多　
数　
出　

席　
し　
た　
。　

日　
本　
側　
か　
ら　
も　
、　
劇　
作　
家　
の　
宮　
沢　
章　

夫　
、　
世　
田　
谷　
パ　
ブ　
リ　
ッ　
ク　
シ　
ア　
タ　
ー　
専　

属　
演　
出　
家　
、　
松　
本　
修　
、　
演　
劇　
評　
論　
家　
の　

西　
堂　
行　
人　
ら　
が　
参　
加　
し　
た　
。　

両　
日　
と　
も　
意　
見　
交　

換　
の　
前　
に　
、　
フ　
ラ　
ン　
ス　

人　
劇　
作　
家　
の　
演　
劇　
の　

抜　
粋　
を　
ビ　
デ　
オ　
化　
し　

た　
も　
の　
、　
ま　
た　
世　
界　

的　
に　
活　
躍　
す　
る　
振　
付　

家　
の　
ジ　
ョ　
セ　
フ　
・　
ナ　
ジ　
に　
よ　
る　
ダ　
ン　
ス　

公　
演　
の　
一　
部　
を　
ビ　
デ　
オ　
化　
し　
た　
も　
の　
が　

上　
映　
さ　
れ　
た　
。　
い　
ず　
れ　
も　
十　
分　
た　
ら　
ず　

だ　
が　
、　
私　
た　
ち　
日　
本　
人　
が　
持　
っ　
て　
い　
る　

演　
劇　
や　
ダ　
ン　
ス　
の　
枠　
を　
軽　
や　
か　
に　
越　
え　

た　
表　
現　
に　
驚　
か　
さ　
れ　
る　
始　
ま　
り　
と　
な　
っ　

た　
の　
で　
あ　
る　
。　

た　
と　
え　
ば　
、　
ミ　
ン　
ヤ　
ナ　
氏　
の　
『　
目　
録　
』　

は　
、　
と　
あ　
る　
ス　
ー　
パ　
ー　
の　
広　
場　
で　
開　
か　

れ　
る　
〝　
言　
葉　
の　
マ　
ラ　
ソ　
ン　
大　
会　
〞　
の　
話　

だ　
。　
ご　
く　
普　
通　
の　
三　
人　
の　
お　
ば　
さ　
ん　
が　
、　

そ　
れ　
ぞ　
れ　
の　
十　
分　
に　
充　
た　
さ　
れ　
た　
人　
生　

の　
エ　
ピ　
ソ　
ー　
ド　
を　
微　
に　
入　
り　
細　
に　
入　

り　
、　
早　
口　
で　
語　
っ　
て　
い　
く　
だ　
け　
の　
映　
像　

だ　
。　
そ　
れ　
は　
一　
見　
、　
教　
訓　
め　
い　
た　
内　
容　

や　
深　
い　
感　
動　
を　
与　
え　
る　
も　
の　
と　
は　
程　

遠　
い　
。　
し　
か　
し　
こ　
の　
機　
関　
銃　
の　
よ　
う　
な　

言　
葉　
の　
羅　
列　
か　
ら　
、　
生　
き　
る　
こ　
と　
の　
真　

実　
が　
次　
第　
に　
浮　
か　
び　
上　
が　
っ　
て　
く　
る　
。　

ま　
た　
ダ　
ン　
ス　
の　
映　
像　
は　
、　
歪　
ん　
だ　
椅　

子　
、　
埃　
に　
ま　
み　
れ　
た　
部　
屋　
、　
ミ　
イ　
ラ　
の　

よ　
う　
に　
包　
帯　
を　
巻　
い　
た　
男　
な　
ど　
、　
舞　
台　

背　
景　
か　
ら　
登　
場　
人　
物　
ま　
で　
、　
ま　
る　
で　
抽　

象　
絵　
画　
が　
動　
き　
だ　
す　
よ　
う　
な　
錯　
覚　
に　
陥　

る　
。　
と　
て　
も　
ダ　
ン　
ス　
公　
演　
と　
は　
思　
え　
な　

い　
斬　
新　
さ　
な　
の　
だ　
。　二　

日　
間　
の　
シ　
ン　
ポ　
ジ　

ウ　
ム　
は　
、　
主　
に　
新　
し　
い　

演　
劇　
ス　
タ　
イ　
ル　
の　
誕　
生　

と　
公　
共　
劇　
場　
の　
活　
動　

と　
い　
う　
異　
な　
る　
内　
容　

だ　
っ　
た　
が　
、　
浮　
き　
彫　

り　
に　
さ　
れ　
て　
く　
る　
共　

通　
点　
は　
、　
フ　
ラ　
ン　
ス　
の　
発　
想　
の　
豊　
か　
さ　

で　
あ　
る　
。　

ま　
ず　
第　
一　
日　
目　
は　
、　
新　
し　
い　
演　
劇　

持　
つ　
劇　
場　
だ　
っ　
た　
り　
、　
仮　
設　
テ　
ン　
ト　
で　

移　
動　
し　
た　
り　
、　一　
日　
二　
四　
時　
間　
、　
三　
六　
五　

日　
オ　
ー　
プ　
ン　
さ　
せ　
た　
り　
と　
、　
数　
々　
の　
ユ　

ニ　
ー　
ク　
な　
コ　
ミ　
ュ　
ニ　
テ　
ィ　
の　
試　
み　
が　
紹　

介　
さ　
れ　
た　
。　

ま　
た　
、　
資　
金　
調　
達　
な　
ど　
経　
済　
基　
盤　
を　

ど　
こ　
に　
持　
つ　
か　
な　
ど　
は　
日　
仏　
双　
方　
、　
共　

通　
の　
切　
実　
な　
問　
題　
と　
し　
て　
浮　
か　
び　
上　
が　

っ　
て　
き　
た　
。　

ジ　
ャ　
ッ　
ク　
・　
ブ　
ラ　
ン　
氏　
が　
指　
揮　
す　
る　

ブ　
レ　
ス　
ト　
国　
立　
演　
劇　
セ　
ン　
タ　
ー　
で　
は　
、　

「　
大　
が　
か　
り　
な　
ス　
ペ　
ク　
タ　
ク　
ル　
を　
可　
能　
と　

す　
る　
大　
劇　
場　
と　
、　
演　
劇　
の　
可　
能　
性　
を　
探　

求　
す　
る　
実　
験　
的　
試　
み　
の　
コ　
ミ　
ュ　
ニ　
テ　
ィ　

の　
、　
両　
方　
の　
収　
支　
バ　
ラ　
ン　
ス　
を　
と　
る　
資　

金　
の　
流　
れ　
を　
シ　
ス　
テ　
ム　
と　
し　
て　
つ　
く　
っ　

た　
。　
ま　
た　
別　
の　
劇　
場　
と　
共　
同　
制　
作　
し　
た　

り　
、　
資　
金　
を　
援　
助　
さ　
れ　
る　
も　
の　
も　
あ　
る　
」　

と　
い　
う　
。　
し　
か　
し　
、　
そ　
れ　
は　
ま　
だ　
ご　
く　

一　
部　
の　
動　
き　
で　
し　
か　
な　
い　
の　
が　
現　
実　
だ　

と　
も　
。　

日　
本　
の　
演　
劇　
界　
で　
も　
六　
十　
年　
代　
後　
半　

に　
芸　
術　
革　
命　
が　
起　
こ　
り　
、　
唐　
十　
郎　
、　
佐　

藤　
信　
ら　
が　
登　
場　
。　
し　
か　
し　
現　
在　
も　
ま　
だ　

な　
お　
そ　
の　
時　
代　
に　
執　
着　
し　
、　
そ　
の　
後　
の　

変　
化　
に　
名　
称　
を　
つ　
け　
る　
こ　
と　
が　
で　
き　
な　

い　
で　
い　
る　
日　
本　
演　
劇　
界　
の　
現　
状　
が　
説　
明　

さ　
れ　
た　
。　

こ　
の　
よ　
う　
に　
同　
じ　
よ　
う　
な　
厳　
し　
い　

状　
況　
に　
あ　
り　
な　
が　
ら　
も　
、　
そ　
の　
「　
経　
済　

の　
採　
算　
性　
と　
芸　
術　
性　
の　
葛　
藤　
」　
を　
見　
据　

え　
、　
い　
か　
に　
乗　
り　
越　
え　
る　
か　
を　
実　
践　
し　
、　

さ　
ま　
ざ　
ま　
な　
シ　
ス　
テ　
ム　
を　
生　
ん　
で　
き　
た　

の　
が　
、　
現　
在　
の　
フ　
ラ　
ン　
ス　
演　
劇　
。　
そ　
の　

原　
動　
力　
は　
、　
自　
ら　
を　
「　
頭　
の　
狂　
っ　
た　
奴　

ら　
た　
ち　
（　
笑　
）　」　
と　
呼　
ぶ　
、　
わ　
ず　
か　
な　

新　
し　
い　
演　
劇　
人　
た　
ち　
に　
あ　
る　
こ　
と　
を　
知　

ら　
さ　
れ　
る　
。　

こ　
う　
し　
て　
二　
日　
間　

に　
わ　
た　
っ　
て　
、　
両　
国　
の　

演　
劇　
人　
同　
士　
の　
話　
し　

合　
い　
の　
場　
が　
持　
た　
れ　

た　
。　
し　
か　
し　
、　
専　
門　
家　

は　
ま　
だ　
し　
も　
、　
そ　
の　

内　
容　
が　
一　
般　
の　
観　
客　

に　
、　
ど　
こ　
ま　
で　
伝　
わ　
っ　
た　
か　
は　
残　
念　
な　

が　
ら　
疑　
問　
が　
残　
る　
。　

た　
と　
え　
ば　
、　
フ　
ラ　
ン　
ス　
人　
の　
言　
う　

「　
楽　
譜　
の　
よ　
う　
な　
戯　
曲　
」　
と　
は　
、　
ど　
の　
よ　

日本人が持つ
演劇の枠を

軽やかに越えた表現

セリフを音として
戯曲を楽譜として

地方に登場した

ユニークな共同体

もう一歩踏み込んだ
議論を期待

会場からの質問に答える

ジョセフ・ナジ（中央）

◆ ◆

「ヴォィツェック」公演

終演後のポストトーク

◆ ◆

現在活躍するフランスの演出家や劇作家などが

パネリストとして招かれた

◆ ◆

世
田
谷
パ　
ブ　
リ　
ッ　
ク　
シ
ア　
タ　
ー
で
は
、　
昨
年
か　
ら　
今
年
に
か
け
て　
の
一
年
間
、　

「　
フ　
ラ　
ン　
ス
現
代
演
劇
の
一
年
」　と　
題　
し　
て　
、　
フ　
ラ　
ン　
ス
の
現
代
演
劇
の
舞
台
作
品　
と　

人
物
交
流
を
中
心
に
活
動
を
行　
っ　
て　
き
た　
。　

二
月
五
日　
、　
六
日　
に　
は
、　
現
在
活
躍
す　
る
演
出
家
、　
劇
作
家
な　
ど
を
招
き　
、　
シ　
ン
ポ
ジ　
ウ　
ム
も
開
催
。　

ビ　
デ
オ
上
映　
と　
劇
作
家
本
人
に　
よ
る　
リ　
ー　
デ　
ィ　
ン
グ　
、　
ま　
た　
日
本
の
演
劇
人　
と　
も

バ
ネ
ル
デ　
ィ　
ス　
カ　
ッ　
シ　
ョ　
ン
も
行
わ
れ
、　
日
仏
交
流
の
好
機　
と　
な　
っ　
た
の
で
あ
る　
。　

ジョセフ・ナジ

公演パンフレット

◆ ◆



ス　
タ　
イ　
ル　
が　
課　
題　
だ　
っ　
た　
。　
現　
在　
フ　
ラ　
ン　

ス　
で　
は　
、　
従　
来　
の　
伝　
統　
的　
で　
ス　
ト　
ー　

リ　
ー　
性　
の　
あ　
る　
描　
写　
で　
は　
な　
い　
演　
劇　
が　

生　
ま　
れ　
て　
い　
る　
と　
ジ　
ャ　
ッ　
ク　
・　
ブ　
ラ　
ン　
氏　
。　

「　
戯　
曲　
を　
書　
く　
上　
で　
、　新　
聞　
記　
事　
や　
イ　
ン　

タ　
ビ　
ュ　
ー　
の　
テ　
ー　
プ　
な　
ど　
を　
素　
材　
に　
、　

フ　
ィ　
ク　
シ　
ョ　
ン　
と　
し　
て　
再　
構　
成　
す　
る　
こ　
と　

で　
、　
新　
し　
い　
演　
劇　
が　
生　
ま　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

し　
か　
も　
そ　
の　
演　
劇　
が　
二　
〇　
世　
紀　
前　
半　
を　

代　
表　
す　
る　
作　
家　
ポ　
ー　
ル　
・　
ク　
ロ　
ー　
デ　
ル　

と　
並　
び　
、　
高　
校　
の　
授　
業　
で　
扱　
わ　
れ　
る　
ま　

で　
に　
な　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　

九　
〇　
年　
代　
の　
表　
現　
方　
法　
は　
、　
従　
来　
の　

ド　
ゥ　
ラ　
マ　
ト　
ゥ　
ル　
ギ　
ー　
に　
添　
っ　
た　
も　
の　

で　
は　
あ　
り　
ま　
せ　
ん　
。　た　
と　
え
ば　
セ　
リ　
フ　
を　

内　
容　
で　
な　
く　
、　
音　
と　
し　
て　
捉　
え　
、　
あ　
る　

音　
だ　
け　
を　
強　
調　
し　
た　
り　
、　
リ　
ズ　
ミ　
ッ　
ク　

に　
語　
っ　
た　
り　
し　
て　
、　
戯　
曲　
を　
楽　
譜　
の　
よ　

う　
に　
扱　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　
こ　
れ　
は　
、　
絵　
画　

な　
ら　
ば　
具　
象　
か　
ら　
抽　
象　
へ　
の　
変　
化　
と　
同　

じ　
も　
の　
と　
い　
え　
る　
の　
で　
す　
」　

そ　
の　
一　
例　
と　
し　
て　
、　
フ　
レ　
デ　
リ　
ッ　
ク　
・　

フ　
ィ　
ス　
バ　
ッ　
ク　
と　
平　
田　
オ　
リ　
ザ　
で　
共　
同　

演　
出　
さ　
れ　
た　
『　
東　
京　
ノ　
ー　
ト　
』　
を　
中　
心　

に　
話　
が　
進　
め　
ら　
れ　
て　
い　
っ　
た　
。　
こ　
の　
作　

品　
は　
、　
サ　
ン　
＝　
ド　
ニ　
市　
の　
ジ　
ェ　
ラ　
ー　
ル　
・　

フ　
ィ　
リ　
ッ　
プ　
国　
立　
演　
劇　
セ　
ン　
タ　
ー　
が　
、　
サ　
ッ　

カ　
ー　
の　
ワ　
ー　
ル　
ド　
カ　
ッ　
プ　
に　
関　
連　
さ　
せ　
、　

参　
加　
三　
二　
ヵ　
国　
の　
劇　
作　
家　
の　
作　
品　
を　
翻　

訳　
し　
上　
演　
す　
る　
に　
あ　
た　
り　
、　
日　
本　
代　
表　

と　
し　
て　
選　
ば　
れ　
た　
も　
の　
だ　
っ　
た　
。　

特　
に　
静　
か　
な　
日　
常　
を　
リ　
ア　
ル　
に　
描　
く　

こ　
と　
で　
特　
徴　
の　
あ　
る　
平　
田　
オ　
リ　
ザ　
の　
代　

表　
作　
だ　
が　
、　「　
あ　
れ　
だ　
け　
写　
実　
に　
撤　
し　

て　
い　
る　
作　
品　
が　
、　
な　
ぜ　
抽　
象　
な　
の　
か　
」　

と　
宮　
沢　
章　
夫　
が　
疑　
問　
を　
呈　
し　
た　
よ　
う　

に　
、　
フ　
ラ　
ン　
ス　
で　
は　
、　
平　
田　
演　
出　
と　
は　

異　
な　
る　
非　
現　
実　
的　
な　
舞　
台　
と　
し　
て　
完　

成　
。　「　
セ　
リ　
フ　
を　
音　
楽　
の　
よ　
う　
に　
扱　
い　
」　、　

「　
二　
五　
人　
の　
俳　
優　
の　
動　
き　
は　
、　
抽　
象　
的　

な　
振　
り　
付　
け　
を　
見　
る　
よ　
う　
だ　
っ　
た　
」　と　
、　

フ　
ラ　
ン　
ス　
人　
か　
ら　
の　
感　
想　
が　
述　
べ　
ら　
れ　
た　
。　

二　
日　
目　
の　
「　
劇　
場　

と　
コ　
ミ　
ュ　
ニ　
テ　
ィ　
」　

で　
は　
、　
一　
九　
九　
〇　
年　

代　
に　
な　
っ　
て　
、　
急　
速　

に　
若　
手　
演　
劇　
人　
た　
ち　

が　
公　
共　
劇　
場　
の　
デ　
ィ　

レ　
ク　
タ　
ー　
へ　
と　
進　
出　

し　
て　
い　
っ　
た　
過　
程　
と　
そ　
の　
後　
の　
活　
動　
が　

内　
容　
で　
あ　
る　
。　

特　
に　
九　
〇　
年　
代　
初　
め　
ま　
で　
に　
、　フ　
ラ　
ン　

ス　
各　
地　
に　
公　
共　
劇　
場　
が　
建　
て　
ら　
れ　
、　
施　

設　
面　
の　
充　
実　
は　
み　
た　
も　
の　
の　
、　
創　
造　
性　

の　
伴　
わ　
な　
い　
も　
の　
で　
し　
か　
な　
い　
現　
実　
が　

あ　
っ　
た　
と　
い　
う　
。　
上　
演　
さ　
れ　
る　
も　
の　
は　
、　

「　
従　
来　
の　
演　
劇　
の　
枠　
を　
決　
し　
て　
越　
え　
よ　

う　
と　
は　
し　
な　
い　
古　
典　
も　
の　
に　
と　
ど　
ま　
っ　

て　
い　
た　
。　
ク　
リ　
エ　
ー　
シ　
ョ　
ン　
の　
場　
で　
あ　

る　
べ　
き　
は　
ず　
が　
、　
単　
に　
芸　
術　
を　
消　
費　
す　

る　
場　
所　
に　
な　
り　
さ　
が　
っ　
て　
い　
っ　
た　
」　
と　

テ　
ィ　
ボ　
ー　
ダ　
氏　
。　

だ　
が　
、　
こ　
の　
状　
況　
に　
抵　
抗　
す　
る　
動　
き　

が　
生　
ま　
れ　
て　
き　
て　
い　
る　
の　
が　
現　
在　
な　
の　

で　
あ　
る　
。　

た　
と　
え　
ば　
、　
昔　
の　
工　
場　
跡　
を　
劇　
場　
に　

し　
た　
り　
、　
住　
居　
と　
し　
て　
も　
住　
め　
る　
場　
を　

う　
な　
戯　
曲　
な　
の　
か　
。　
抽　
象　
絵　
画　
を　
例　
に　

し　
た　
フ　
ラ　
ン　
ス　
演　
劇　
と　
は　
？
会　
場　
で　

上　
映　
さ　
れ　
た　
ビ　
デ　
オ　
で　
も　
よ　
い　
。　
何　
ら　

か　
の　
素　
材　
を　
活　
用　
し　
て　
話　
を　
進　
め　
る　
な　

ど　
、　
も　
う　
一　
歩　
踏　
み　
込　
ん　
だ　
具　
体　
例　
が　

少　
し　
で　
も　
あ　
れ　
ば　
、　
よ　
り　
一　
層　
、　
日　
本　

人　
が　
フ　
ラ　
ン　
ス　
演　
劇　
の　
現　
在　
を　
知　
る　

機　
会　
と　
な　
り　
得　
た　
だ　
ろ　
う　
。　

特　
に　
両　
日　
と　
も　
ミ　
ン　
ヤ　
ナ　
、　
カ　
デ　
ィ　
オ　

両　
氏　
の　
戯　
曲　
を　
自　
ら　
朗　
読　
す　
る　
ド　
ラ　
マ　

リ　
ー　
デ　
ィ　
ン　
グ　
が　
行　
な　
わ　
れ　
た　
が　
、　フ　
ラ　
ン　

ス　
語　
が　
理　
解　
で　
き　
な　
い　
参　
加　
者　
の　
た　
め　

の　
工　
夫　
が　
あ　
っ　
て　
も　
よ　
か　
っ　
た　
の　
で　
は　

な　
い　
か　
。　
来　
日　
メ　
ン　
バ　
ー　
に　
は　
、　
字　
幕　

作　
成　
プ　
ロ　
グ　
ラ　
ム　
を　
実　
施　
し　
て　
い　
る　
仏　

外　
務　
省　
の　
外　
郭　
団　
体　
で　
あ　
る　
Ａ　
Ｆ　
Ａ　
Ａ　

の　
職　
員　
も　
含　
ま　
れ　
て　
い　
た　
の　
で　
あ　
る　
。　

字　
幕　
プ　
ロ　
グ　
ラ　
ム　
を　
活　
用　
す　
る　
手　
立　
て　

が　
あ　
っ　
て　
も　
よ　
か　
っ　
た　
だ　
ろ　
う　
。　

し　
か　
し　
、　
多　
少　
の　
未　
消　
化　
は　
あ　
っ　
た　

も　
の　
の　
、　
日　
本　
の　
公　
共　
劇　
場　
で　
一　
年　

間　
と　
い　
う　
長　
期　
に　
渡　
り　
、　
こ　
う　
し　
た　

催　
し　
が　
開　
か　
れ　
た　
こ　
と　
は　
、　
両　
国　
に　

と　
っ　
て　
有　
意　
義　
な　
機　
会　
と　
な　
っ　
た　
。　
特　

に　
言　
葉　
の　
障　
壁　
を　
越　
え　
て　
理　
解　
し　
て　
い　

か　
な　
け　
れ　
ば　
な　
ら　
な　
い　
難　
し　
さ　
を　
含　
む　

演　
劇　
世　
界　
に　
あ　
っ　
て　
、　
こ　
の　
よ　
う　
な　

試　
み　
を　
持　
つ　
こ　
と　
は　
重　
要　
だ　
。　
こ　
れ　
を　

機　
に　
、　
今　
後　
さ　
ら　
に　
深　
ま　
る　
交　
流　
を　

期　
待　
し　
た　
い　
。　

こ　
の　
二　
一　
世　
紀　
こ　
そ　
、　
演　
劇　
と　
い　
う　

空　
間　
の　
可　
能　
性　
を　
信　
じ　
て　
や　
ま　
な　
い　

フ　
ラ　
ン　
ス　
と　
日　
本　
、　
両　
国　
の　
演　
劇　
人　
の　

情　
熱　
に　
触　
れ　
る　
こ　
と　
が　
で　
き　
た　
だ　
け　
で　

も　
意　
味　
が　
あ　
っ　
た　
。　

イ　
ヨ　
ネ　
ス　
コ　
や　
ベ　

ケ　
ッ　
ト　
な　
ど　
フ　
ラ　
ン　

ス　
演　
劇　
は　
、　
日　
本　
の　

劇　
作　
家　
や　
演　
出　
家　
に　

大　
き　
な　
影　
響　
を　
与　
え　

て　
き　
た　
。　
し　
か　
し　
小　

劇　
場　
演　
劇　
が　
主　
流　
と　

な　
っ　
た　
一　
九　
八　
〇　
年　

代　
以　
降　
は　
、　
日　
本　
演　

劇　
の　
視　
野　
か　
ら　
は　
フ　

ラ　
ン　
ス　
演　
劇　
は　
す　
っ　

か　
り　
姿　
を　
消　
し　
て　

い　
っ　
た　
。　
そ　
の　
間　
、　

フ　
ラ　
ン　
ス　
演　
劇　
は　
、　

演　
出　
家　
の　
時　
代　
か　
ら　
、　

劇　
作　
家　
の　
時　
代　
へ　
と　

変　
貌　
。　
そ　
の　
意　
味　
か　

ら　
も　
、　
今　
回　
の　
催　
し　

は　
、　ま　
さ　
に　
フ　
ラ　
ン　
ス　
の　

新　
し　
い　
息　
吹　
を　
肌　
で　

感　
じ　
る　
こ　
と　
の　
で　
き　
る　

貴　
重　
な　
体　
験　
と　
な　
っ　

た　
の　
で　
あ　
る　
。　

シ　
ン　
ポ　
ジ　
ウ　
ム　
第　

一　
日　
目　
は　
「　
言　
葉　
と　

舞　
台　
〜　
フ　
ラ　
ン　
ス　
の　

新　
し　
い　
演　
劇　
人　
た　

ち　
」　、　
二　
日　
目　
は　
「　
劇　
場　
と　
コ　
ミ　
ュ　
ニ　

テ　
ィ　
」　
を　
テ　
ー　
マ　
に　
、　
各　
々　
約　
四　
時　
間　

に　
わ　
た　
っ　
て　
行　
な　
わ　
れ　
た　
。　
メ　
ン　
バ　
ー　

は　
、　
先　
頃　
フ　
ラ　
ン　
ス　
で　
上　
演　
さ　
れ　
た　

『　
東　
京　
ノ　
ー　
ト　
』　（　
平　
田　
オ　
リ　
ザ　
）　
の　
戯　

曲　
の　
出　
版　
を　
手　
掛　
け　
、　
自　
ら　
演　
出　
家　
と　

し　
て　
活　
躍　
す　
る　
フ　
ラ　
ン　
ソ　
ワ　
・　
ベ　
ル　
ー　
ル　

や　
そ　
の　
上　
演　
劇　
場　
と　
な　
っ　
た　
ブ　
レ　
ス　
ト　

劇　
場　
デ　
ィ　
レ　
ク　
タ　
ー　
で　
あ　
る　
、　
ジ　
ャ　
ッ　
ク　
・　

ブ　
ラ　
ン　
、　
ま　
た　
劇　
作　
家　
で　
俳　
優　
の　
フ　
ィ　

リ　
ッ　
プ　
・　
ミ　
ン　
ヤ　
ナ　
、　
小　
説　
家　
で　
詩　
人　

の　
オ　
リ　
ヴ　
ィ　
エ　
・　
カ　
デ　
ィ　
オ　
、　「　
リ　
ベ　

ラ　
シ　
オ　
ン　
」　
の　
記　
者　
の　
ジ　
ャ　
ン　
＝　

ピ　
エ　
ー　
ル　
・　
テ　
ィ　
ボ　
ー　
ダ　
氏　
ら　
、　
現　
在　

第　
一　
線　
で　
活　
躍　
す　
る　
演　
劇　
人　
が　
多　
数　
出　

席　
し　
た　
。　

日　
本　
側　
か　
ら　
も　
、　
劇　
作　
家　
の　
宮　
沢　
章　

夫　
、　
世　
田　
谷　
パ　
ブ　
リ　
ッ　
ク　
シ　
ア　
タ　
ー　
専　

属　
演　
出　
家　
、　
松　
本　
修　
、　
演　
劇　
評　
論　
家　
の　

西　
堂　
行　
人　
ら　
が　
参　
加　
し　
た　
。　

両　
日　
と　
も　
意　
見　
交　

換　
の　
前　
に　
、　
フ　
ラ　
ン　
ス　

人　
劇　
作　
家　
の　
演　
劇　
の　

抜　
粋　
を　
ビ　
デ　
オ　
化　
し　

た　
も　
の　
、　
ま　
た　
世　
界　

的　
に　
活　
躍　
す　
る　
振　
付　

家　
の　
ジ　
ョ　
セ　
フ　
・　
ナ　
ジ　
に　
よ　
る　
ダ　
ン　
ス　

公　
演　
の　
一　
部　
を　
ビ　
デ　
オ　
化　
し　
た　
も　
の　
が　

上　
映　
さ　
れ　
た　
。　
い　
ず　
れ　
も　
十　
分　
た　
ら　
ず　

だ　
が　
、　
私　
た　
ち　
日　
本　
人　
が　
持　
っ　
て　
い　
る　

演　
劇　
や　
ダ　
ン　
ス　
の　
枠　
を　
軽　
や　
か　
に　
越　
え　

た　
表　
現　
に　
驚　
か　
さ　
れ　
る　
始　
ま　
り　
と　
な　
っ　

た　
の　
で　
あ　
る　
。　

た　
と　
え　
ば　
、　
ミ　
ン　
ヤ　
ナ　
氏　
の　
『　
目　
録　
』　

は　
、　
と　
あ　
る　
ス　
ー　
パ　
ー　
の　
広　
場　
で　
開　
か　

れ　
る　
〝　
言　
葉　
の　
マ　
ラ　
ソ　
ン　
大　
会　
〞　
の　
話　

だ　
。　
ご　
く　
普　
通　
の　
三　
人　
の　
お　
ば　
さ　
ん　
が　
、　

そ　
れ　
ぞ　
れ　
の　
十　
分　
に　
充　
た　
さ　
れ　
た　
人　
生　

の　
エ　
ピ　
ソ　
ー　
ド　
を　
微　
に　
入　
り　
細　
に　
入　

り　
、　
早　
口　
で　
語　
っ　
て　
い　
く　
だ　
け　
の　
映　
像　

だ　
。　
そ　
れ　
は　
一　
見　
、　
教　
訓　
め　
い　
た　
内　
容　

や　
深　
い　
感　
動　
を　
与　
え　
る　
も　
の　
と　
は　
程　

遠　
い　
。　
し　
か　
し　
こ　
の　
機　
関　
銃　
の　
よ　
う　
な　

言　
葉　
の　
羅　
列　
か　
ら　
、　
生　
き　
る　
こ　
と　
の　
真　

実　
が　
次　
第　
に　
浮　
か　
び　
上　
が　
っ　
て　
く　
る　
。　

ま　
た　
ダ　
ン　
ス　
の　
映　
像　
は　
、　
歪　
ん　
だ　
椅　

子　
、　
埃　
に　
ま　
み　
れ　
た　
部　
屋　
、　
ミ　
イ　
ラ　
の　

よ　
う　
に　
包　
帯　
を　
巻　
い　
た　
男　
な　
ど　
、　
舞　
台　

背　
景　
か　
ら　
登　
場　
人　
物　
ま　
で　
、　
ま　
る　
で　
抽　

象　
絵　
画　
が　
動　
き　
だ　
す　
よ　
う　
な　
錯　
覚　
に　
陥　

る　
。　
と　
て　
も　
ダ　
ン　
ス　
公　
演　
と　
は　
思　
え　
な　

い　
斬　
新　
さ　
な　
の　
だ　
。　二　

日　
間　
の　
シ　
ン　
ポ　
ジ　

ウ　
ム　
は　
、　
主　
に　
新　
し　
い　

演　
劇　
ス　
タ　
イ　
ル　
の　
誕　
生　

と　
公　
共　
劇　
場　
の　
活　
動　

と　
い　
う　
異　
な　
る　
内　
容　

だ　
っ　
た　
が　
、　
浮　
き　
彫　

り　
に　
さ　
れ　
て　
く　
る　
共　

通　
点　
は　
、　
フ　
ラ　
ン　
ス　
の　
発　
想　
の　
豊　
か　
さ　

で　
あ　
る　
。　

ま　
ず　
第　
一　
日　
目　
は　
、　
新　
し　
い　
演　
劇　

持　
つ　
劇　
場　
だ　
っ　
た　
り　
、　
仮　
設　
テ　
ン　
ト　
で　

移　
動　
し　
た　
り　
、　一　
日　
二　
四　
時　
間　
、　
三　
六　
五　

日　
オ　
ー　
プ　
ン　
さ　
せ　
た　
り　
と　
、　
数　
々　
の　
ユ　

ニ　
ー　
ク　
な　
コ　
ミ　
ュ　
ニ　
テ　
ィ　
の　
試　
み　
が　
紹　

介　
さ　
れ　
た　
。　

ま　
た　
、　
資　
金　
調　
達　
な　
ど　
経　
済　
基　
盤　
を　

ど　
こ　
に　
持　
つ　
か　
な　
ど　
は　
日　
仏　
双　
方　
、　
共　

通　
の　
切　
実　
な　
問　
題　
と　
し　
て　
浮　
か　
び　
上　
が　

っ　
て　
き　
た　
。　

ジ　
ャ　
ッ　
ク　
・　
ブ　
ラ　
ン　
氏　
が　
指　
揮　
す　
る　

ブ　
レ　
ス　
ト　
国　
立　
演　
劇　
セ　
ン　
タ　
ー　
で　
は　
、　

「　
大　
が　
か　
り　
な　
ス　
ペ　
ク　
タ　
ク　
ル　
を　
可　
能　
と　

す　
る　
大　
劇　
場　
と　
、　
演　
劇　
の　
可　
能　
性　
を　
探　

求　
す　
る　
実　
験　
的　
試　
み　
の　
コ　
ミ　
ュ　
ニ　
テ　
ィ　

の　
、　
両　
方　
の　
収　
支　
バ　
ラ　
ン　
ス　
を　
と　
る　
資　

金　
の　
流　
れ　
を　
シ　
ス　
テ　
ム　
と　
し　
て　
つ　
く　
っ　

た　
。　
ま　
た　
別　
の　
劇　
場　
と　
共　
同　
制　
作　
し　
た　

り　
、　
資　
金　
を　
援　
助　
さ　
れ　
る　
も　
の　
も　
あ　
る　
」　

と　
い　
う　
。　
し　
か　
し　
、　
そ　
れ　
は　
ま　
だ　
ご　
く　

一　
部　
の　
動　
き　
で　
し　
か　
な　
い　
の　
が　
現　
実　
だ　

と　
も　
。　

日　
本　
の　
演　
劇　
界　
で　
も　
六　
十　
年　
代　
後　
半　

に　
芸　
術　
革　
命　
が　
起　
こ　
り　
、　
唐　
十　
郎　
、　
佐　

藤　
信　
ら　
が　
登　
場　
。　
し　
か　
し　
現　
在　
も　
ま　
だ　

な　
お　
そ　
の　
時　
代　
に　
執　
着　
し　
、　
そ　
の　
後　
の　

変　
化　
に　
名　
称　
を　
つ　
け　
る　
こ　
と　
が　
で　
き　
な　

い　
で　
い　
る　
日　
本　
演　
劇　
界　
の　
現　
状　
が　
説　
明　

さ　
れ　
た　
。　

こ　
の　
よ　
う　
に　
同　
じ　
よ　
う　
な　
厳　
し　
い　

状　
況　
に　
あ　
り　
な　
が　
ら　
も　
、　
そ　
の　
「　
経　
済　

の　
採　
算　
性　
と　
芸　
術　
性　
の　
葛　
藤　
」　
を　
見　
据　

え　
、　
い　
か　
に　
乗　
り　
越　
え　
る　
か　
を　
実　
践　
し　
、　

さ　
ま　
ざ　
ま　
な　
シ　
ス　
テ　
ム　
を　
生　
ん　
で　
き　
た　

の　
が　
、　
現　
在　
の　
フ　
ラ　
ン　
ス　
演　
劇　
。　
そ　
の　

原　
動　
力　
は　
、　
自　
ら　
を　
「　
頭　
の　
狂　
っ　
た　
奴　

ら　
た　
ち　
（　
笑　
）　」　
と　
呼　
ぶ　
、　
わ　
ず　
か　
な　

新　
し　
い　
演　
劇　
人　
た　
ち　
に　
あ　
る　
こ　
と　
を　
知　

ら　
さ　
れ　
る　
。　

こ　
う　
し　
て　
二　
日　
間　

に　
わ　
た　
っ　
て　
、　
両　
国　
の　

演　
劇　
人　
同　
士　
の　
話　
し　

合　
い　
の　
場　
が　
持　
た　
れ　

た　
。　
し　
か　
し　
、　
専　
門　
家　

は　
ま　
だ　
し　
も　
、　
そ　
の　

内　
容　
が　
一　
般　
の　
観　
客　

に　
、　
ど　
こ　
ま　
で　
伝　
わ　
っ　
た　
か　
は　
残　
念　
な　

が　
ら　
疑　
問　
が　
残　
る　
。　

た　
と　
え　
ば　
、　
フ　
ラ　
ン　
ス　
人　
の　
言　
う　

「　
楽　
譜　
の　
よ　
う　
な　
戯　
曲　
」　
と　
は　
、　
ど　
の　
よ　

日本人が持つ
演劇の枠を

軽やかに越えた表現

セリフを音として
戯曲を楽譜として

地方に登場した

ユニークな共同体

もう一歩踏み込んだ
議論を期待

会場からの質問に答える

ジョセフ・ナジ（中央）

◆ ◆

「ヴォィツェック」公演

終演後のポストトーク

◆ ◆

現在活躍するフランスの演出家や劇作家などが

パネリストとして招かれた

◆ ◆

世
田
谷
パ　
ブ　
リ　
ッ　
ク　
シ
ア　
タ　
ー
で
は
、　
昨
年
か　
ら　
今
年
に
か
け
て　
の
一
年
間
、　

「　
フ　
ラ　
ン　
ス
現
代
演
劇
の
一
年
」　と　
題　
し　
て　
、　
フ　
ラ　
ン　
ス
の
現
代
演
劇
の
舞
台
作
品　
と　

人
物
交
流
を
中
心
に
活
動
を
行　
っ　
て　
き
た　
。　

二
月
五
日　
、　
六
日　
に　
は
、　
現
在
活
躍
す　
る
演
出
家
、　
劇
作
家
な　
ど
を
招
き　
、　
シ　
ン
ポ
ジ　
ウ　
ム
も
開
催
。　

ビ　
デ
オ
上
映　
と　
劇
作
家
本
人
に　
よ
る　
リ　
ー　
デ　
ィ　
ン
グ　
、　
ま　
た　
日
本
の
演
劇
人　
と　
も

バ
ネ
ル
デ　
ィ　
ス　
カ　
ッ　
シ　
ョ　
ン
も
行
わ
れ
、　
日
仏
交
流
の
好
機　
と　
な　
っ　
た
の
で
あ
る　
。　

ジョセフ・ナジ

公演パンフレット

◆ ◆



コ　
レ　
ペ　
テ　ィ　
ト　
ゥ　
ア　
と　
い　
う
言
葉　
は　
ま　
だ　
一
般　

に　
広
ま　
っ　
て　
い　
な　
い　
が　
、　
オ　
ペ　
ラ　
上
演　
に　
は　
か　
か　

せ　
な　
い　
役
割
。　
オ　
ー　
ケ　
ス　
ト　
ラ　
と　
の　
リ　
ハ　
ー　
サ　
ル　

以
前　
の　
段
階　
で　
、　
指
揮
者　
の　
意
図
を
く　
み　
、　
出

演
歌
手　
に　
ピ　
ア　
ノ　
で　
歌
唱
指
導
を
行
う　
ス　
タ　
ッ　

フ　
の　
こ　
と　
で　
あ　
る　
。　
伴
奏　
の　
技
術
も　
さ　
る　
こ　
と　

な　
が　
ら　
、　
オ　
ペ　
ラ　
の　
レ　
パ　
ー　
ト　
リ　
ー　
に　
精
通　
し　
、　

し　
か　
も
複
数　
の　
外
国
語　
が　
で　
き　
な　
け　
れ　
ば　
な　

ら　
な　
い　
。　
現
在　
の　
日
本　
の　
学
校
教
育　
で　
は　
ピ　
ア　

ノ　
伴
奏
者　
の　
カ　
リ　
キ　
ュ　
ラ　
ム　
は　
あ　
る　
が　
、　
こ　
の　
分

野　
は　
ま　
だ　
確
立
さ　
れ　
て　
い　
な　
い　
。　
そ　
の　
意
味　
で　
、　

特　
に　
コ　
レ　
ペ　
テ　ィ　
を
目
指
す
日
本
人　
に　
と　
っ　
て　
は　

こ　
の　
研
修　
が　
貴
重
な　
経
験
と　
な　
る　
だ　
ろ　
う　
。　

研
修
生　
は　
ま　
た　
、　
舞
台　
に　
立　
つ　
可
能
性
も

あ　
る　
。　
今
年　
の　
メ　
ゾ　
ソ　
プ　
ラ　
ノ　
研
修
生
増
田
貴

代
子
さ　
ん　
は　
一
月
到
着
早
々　
、　
端
役
な　
が　
ら　

ブ　
ゾ　
ー　
ニ　
の　『　
フ　
ァ　
ウ　
ス　
ト　
』　の　
舞
台
袖　
で　
影
歌
を

唱
す　
る　
機
会　
に　
恵
ま　
れ　
た　
。　

ま　
た　
、　
シ　
ャ　
ト　
レ　
劇
場　
の　

ホ　
ワ　
イ　
エ　
で　
行　
っ　
て　
い　
る　

「　
ミ　
デ　
ィ　
・　
ミ　
ュ　
ー　
ジ　
コ　
ー　
」　が　

あ　
る　
が　
、　
こ　
れ　
は　
若
手
発
掘　

の　
機
会
と　
な　
っ　
て　
い　
る　
昼　
の　

ミ　
ニ　
コ　
ン　
サ　
ー　
ト　
で　
、　
研
修
生　

は　
こ　
れ　
に　
出
演
す　
る　
こ　
と　
が　

要
請
さ　
れ　
る　
。　
パ　
リ　
は　
文
化

日 本 を 知 ろ う ・ フ ラ ン ス を 知 ろ う

芸
術
を
世
界　
に　
発
信
す　
る　
都
市　
で　
あ　
り　
、　一
流　

の　
ジ　
ャ　
ー　
ナ　
リ　
ス　
ト　
や　
プ　
ロ　
モ　
ー　
タ　
ー　
の　
み　
な　
ら

ず　
、　
耳　
の　
肥
え　
た　
多
く　
の　
観
客
た　
ち　
が　
い　
る　
。　

こ　
の　
コ　
ン　
サ　
ー　
ト　
へ　
の　
出
演　
は　
、　
こ　
の　
よ　
う　
な　

人
々　
に　
対　
し　
て　
積
極
的
な　
プ　
ロ　
モ　
ー　
シ　
ョ　
ン　
活

動
を
行
う
絶
好　
の　
チ　
ャ　
ン　
ス　
で　
あ　
る　
。　

シ　
ャ　
ト　
レ　
劇
場　
は　
、　
革
新
性
と　
芸
術
性　
の　

高　
い　
オ　
ペ　
ラ　
や　
コ　
ン　
サ　
ー　
ト　
を
一
流　
の　
ア　
ー　
テ　
ィ　

ス　
ト　
を
招　
い　
て　
上
演
さ　
れ　
て　
い　
る　
こ　
と　
で　
知
ら　

れ　
て　
い　
る　
。　
例
え　
ば　
今
年　
の　
プ　
ロ　
グ　
ラ　
ム　
で　
は　
、　

グ　
ル　
ッ　
ク　
の　『　
ア　
ル　
チ　
ェ　
ス　
テ　
』　で　
は　
フ　
ォ　
ン　
・　
オ　
ッ　

タ　
ー　
が　
、　
ま　
た　
モ　
ー　
ツ　
ァ　
ル　
ト　
の　『　
ミ　
ト　
リ　
ダ　
ー　
テ　
』　

で　
は　
ジ　
ュ　
ゼ　
ッ　
ペ　
・　
サ　
バ　
テ　ィ　
ー　
ニ　
ら　
が　
出
演　
し　
て　

い　
る　
。　
彼
ら　
の　
稽
古
を
目　
の　
当
た　
り　
に　
で　
き　
る　

こ　
と　
が　
、　
ど　
れ　
ほ　
ど　
貴
重　
で　
、　
大
き　
な　
意
味
を

持　
つ　
か　
は　
い　
う　
ま　
で　
も　
な　
い　
だ　
ろ　
う　
。　
六　
ヶ　
月

と　
い　
う
短　
い　
期
間
だ　
が　
、　彼
ら　
が　
大
き　
く　
ス　
テ　
ッ　

プ　
ア　
ッ　
プ　
す　
る　
こ　
と　
を
期
待　
し　
た　
い　
。　

プ　
ロ　
ジ　
ェ　
ク　
ト　
・　
カ　
レ　
ン　
ダ　
ー　

2
0
0
0
年
4
月
〜
6
月

4
月
1  4
日
〜
5
月
7
日

《
京
都
の
暑
い
夏
２
０
０
０
》

〜
日
仏
ダ
ン
サ
ー
ら
に
よ
る
共
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
〜

京
都
の
暑
い
夏
事
務
局
／
於
京
都

会
場
／
関
西
日
仏
交
流
会
館
「
ヴ
ィ
ラ
九

条
山
」、
関
西
日
仏
学
館
、
東
山

青
年
の
家
、
京
都
芸
術
セ
ン
タ
ー

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
ス　
ケ　
ジ　
ュ　
ー　
ル　

Ａ
／

ク
リ
エ
イ
タ
ー
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

坂
本
公
成
＋
森
裕
子

4
月
1  4
、　1  5
、　1  6
、　2  1
、　22
日

全
5
回

J
・　
L
・　
サ
ス
ポ
ー
テ
ス　（
独
）　

4
月
23
〜
27
日
　
全
10
回

ヴ　
ェ　
ロ　
ニ　
ク　
・　
ラ
ル
シ　
ェ　（
仏
）　

5
月
1
〜
9
日　
（
※
）
全
9
回

フ
レ　
イ　
・　
フ　
ァ　
ウ
ス
ト　（
仏
）　

4
月
28
〜
5
月
7
日　
（
※
）
全
9
回

ヴ　
ィ　
ン
セ　
ン
ト　
・　
S
・　
マ　
ン
ト　
ソ　
ー　（
南　
ア　
）　

4  
月　
28  
〜　
5  
月　
7  
日　
（
※
）
全
9
回

※
5
月
3
日
は
休
み

B
／

ダ
ン
ス
・
ク
リ
ニ
ッ
ク

黒
子
さ
な
え

4
月
28
〜
30
日
　
全
3
回

C
／

ビ
ギ
ナ
ー
ク
ラ
ス

森
裕
子
4
月
28
日

フ
レ　
イ　
・　
フ　
ァ　
ウ
ス
ト
4
月
29
、　30
日

黒
子
さ
な
え
5
月
1
日

ヤ
ザ
キ
タ
ケ
シ
5
月
2
日

ヴ　
ィ　
ン
セ　
ン
ト　
・　
S
・　
マ　
ン
ト
ソ
ー

5
月
3
日

ヴ　
ェ　
ロ　
ニ　
ク　
・　
ラ
ル
シ　
ェ　

5
月
5
〜
7
日

D
／

ビ
デ
オ
上
映
＋
交
流
会

4
月
28
〜
5
月
7
日

S
／

ヴ　
ィ　
ン
セ　
ン
ト　
・　
S
・　
マ　
ン
ト
ソ
ー
　

ス
ペ　
シ　
ャ　
ル　
・　
ワ
ー
ク
シ　
ョ　
ッ　
プ

5
月
1  2
、　1  3
、　1  4
日
　
全
7
回

毎
年
20  
万
人
を
集
め
る
パ　
リ　

の
ブ　
ッ　
ク　
フ　
ェ　
ア
が
今
回
第
20  
回

目
を
迎
え　
、　
3  
月
17  
日
か
ら　
22  
日

ま　
で
開
か　
れ
た　
。　
そ　
こ　
で
最
近　
の　

フ　
ラ　
ン　
ス　
の
出
版
事
情
を
調　
べ　
て　
み
た　
。　

『　
リ　
ー　
ヴ　
ル　
・　
エ　
ブ　
ド　
』　誌　
に　
よ　
る　
と　
、　

99  
年　
の　
書
籍
販
売
額　
は　
前
年
度　
と　
比　
べ　

2.5  
％　
の　
伸
び　
が　
予
想　
さ　
れ　
て　
い　
る　
。　
そ　
の　

中　
で　
も　
特　
に　
児
童
書　
、　
実
用
書　
、　
コ　
ミ　
ッ　

ク　
ス　
の　
売
上
げ　
が　
増
大　
し　
た　
よ　
う　
だ　
。　

文
芸
書　
は　
日
本
同
様
苦
戦　
を　
強　
い　
ら　
れ　

て　
い　
る　
が　
、　
そ　
の　
中　
で　
も　
一
体　
ど　
の　
よ　
う　

な　
な　
本　
が　
売　
れ　
た　
の　
だ　
ろ　
う　
か　
。　

総
合
週
刊
誌　
『
エ
ク
ス
プ
レ
ス
』　
と

の
調
査
に
よ
る
と
、　
99
年
小
説
部

門
で
は
フ
ラ　
ン
ス
の
ベ　
ス
ト
セ
ラ
ー
作

家
、　
ダ
ニ
エ
ル　
・　
ペ　
ナ
ッ
ク
の　
『

』　（「
情
熱
の
果

実
」　、　
ガ
リ
マ
ー
ル
社
）　
が　
、　随
筆　
・　
ノ　
ン　

フ　
ィ　
ク
シ　
ョ　
ン
部
門
で
は
サ　
ッ　
カ　
ー　
の

前　
フ
ラ　
ン　
ス
代
表
監
督
の　
エ　
メ　
・　

ジ　
ャ　
ケ
氏
が
サ　
ッ　
カ
ー
に
捧
げ
た
彼
の

人
生
と　
ワ
ー
ル
ド
カ　
ッ　
プ
優
勝
ま　
で　
の

軌
跡
を
綴
っ
た
『

』　（　「　
栄
光　
へ　
の
人　
生　
」　、　ロ　
ベ　
ー　
ル　
・　

笹川日仏財団ニュースレター

2000年4月発行 Vol. 4  No. 1
発行人：冨永　重厚
編集人：関　晃典
発　行：笹川日仏財団
〒108-0073東京都港区三田3-12-12
TEL：03（3769）6252
FAX：03（3769）2090
E-mail：matsugam@spf.or.jp
http：//www. s p f . o r g / f f j s /

Petite note
編 集 後 記

ラ　
フ　
ォ　
ン
／
プ　
ロ　
ン
社
刊
）　が
ト　
ッ　
プ　
の

売
上
げ
を
記
録
し
た　
と　
い
う　
。　

と
こ
ろ
で
、
い
ま
フ
ラ
ン
ス
で
は
辞

典
出
版
が
ブ
ー
ム
だ
。
総
合
週
刊
誌

『
ヌ
ー
ベ
ル
・
オ
ブ
セ
ル
バ
ト
ゥ
ー
ル
』

（
2
月
24
日
ー

3
月
1
日
号
）　
に
よ
る
と
、

95  
年
辞
典
類　
の
刊
行
は　
1  
0  
2  
冊
に
と

ど　
ま　
っ　
て　
い　
た
が　
、　98  
年
に　
は　
2  
2  
0  
冊　

へ　
と
倍
増
し
た　
。　
そ　
れ　
も
従
来
は
ク　
リ　

ス　
マ　
ス　
の
時
期
に
集
中
し　
て
発
売
さ　
れ　

て　
い　
た　
の
が　
、　
最
近
は
年
間
を
通
じ　
て　

コ　
ン　
ス　
タ　
ン　
ト
に
出　
て　
い　
る　
の
が
特
徴

だ　
。　
昨
年
は
老
舗
出
版
社
ラ　
ル
ー　
ス
か

ら
だ
け　
で　
も　
14  
冊
も　
の
辞
典
が
発
刊
さ　

れ　
て　
い　
る　
。　利
益
分
水
嶺
が　
6  
0  
0  
0  
部

と
さ　
れ　
て　
い　
る
辞
書
類
に　
あ　
っ　
て　
、　
例

え
ば　
『　
シ　
ン　
ボ
ル
辞
典
』　（　
ラ　
フ　
ォ　
ン
社　

《
ブ
キ　
ャ　
ン　
》　シ　
リ
ー
ズ
）　は
累
積
45  
万

部
と　
い
う
驚
異
的
な
売
れ
行

き　
で　
あ
る　
。　
同
社
か
ら　
は
最
近　

『　
ロ　
ッ　
ク
辞
典
』　も
発
売
さ　
れ
た　
。　

い　
ま
な
ぜ
辞
典
な　
の
か　
。　

「
ま
す
ま
す
多
様
化　
・　
矮
小

化
す
る
知
的
好
奇
心
に
応
え

よ
う
と
す
る
も　
の
」　
と　
い
う
意

見
が　
あ
る
一
方
、　大
教
養
主
義　

へ　
の
希
求
が
薄
れ　
て　
い　
る　
こ　
と　

の
兆
し
と
見
る
む　
き　
も　
あ
る　
。　

薄
手　
の
紙
を
用　
い　
、　
開　
い　
た
ま

ま　
に　
し　
て　
お　
け
る
装
丁
、　し
か

も
安
い
価
格
設
定
を
し
た

ラ
フ　
ォ　
ン
社
の　
《
ブ
キ
ャ　
ン
》　

シ
リ
ー
ズ
の
よ
う
な
タ　
イ
プ
で

出
版
し
て
い
る
こ
と
も
そ
の

成
功
の
理
由
か
も
し
れ
な
い　
。　

同
じ
く　『
ヌ　
ー　
ベ　
ル　
・　
オ
ブ
セ　

ル
バ　
ト　
ゥ　
ー
ル
』　（　
3  
月
2  
日
ー

8  
日
号
）　に
よ
る
と　
、　こ　
こ
数
年　

フ　
ラ　
ン　
ス
人　
の
詩　
へ　
の
情
熱
が
高
ま　
っ　

て　
い　
る
と　
い
う　
。　
パ　
リ　
の
地
下
鉄　
で
詩　

の
朗
読
会　
の
案
内
を
だ
し
た　
と　
こ　
ろ　
、　

8  
0  
0  
0  
人
も　
の
参
加
者
を
記
録
し
た　

こ　
と
や　
、　
こ　
の　
2  
年
間　
で　
1  
0  
0  
以
上　

の
書
店
が
詩　
の　
コ　
ー
ナ　
ー
を
新
設
し
た　

こ　
と　
、　
ま
た
出
版
社
1  
0  
0  
社
あ
ま
り

と
雑
誌
3  
0  
0  
誌
以
上
が
毎
年
6  
月

パ　
リ　
の
サ　
ン　
・　
ウ　
ス　
タ
ー　
シ　
ュ　
広
場
に
参

集
す
る　
こ　
と
な
ど
が
記
事　
で
触
れ
ら
れ　

て　
い　
る　
。　
昨
年
は　
こ　
の
よ
う
な
詩
に
関

す
る　
2  
5  
0  
0  
も　
の
催
し
物
が　
フ　
ラ　
ン　

ス
全
国　
で
企
画
さ　
れ　
、　
そ　
れ　
に　
あ　
わ
せ　

て
詩
に
関
す
る
書
籍
や
雑
誌　
の
販
売
が

好
調
な　
の
だ　
と
か　
。　

国
立
書
籍
セ　
ン　
タ
ー
か
ら　
の
報
告

さ　
れ
た
数
字
も　
こ　
の
現
象
を
裏
付
け　
て　

い　
る　
。　
こ　
の　
4  
年
間
に
詩
歌
に
関
す
る

出
版
物
が　
3  
8  
7  
冊
か
ら　
6  
0  
0  
冊　
へ　

と
激
増
し　
て　
い　
る
と　
い
う　
。　

ま
た
、　ガ
リ
マ
ー
ル
社
の　《
ポ
エ
ジ
ー　
・　

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
》　
も
大
成
功
を
収
め
て

い
る
。　エ
リ
ュ
ア
ー
ル
は
40
万
部
、　ア
ラ

ゴ
ン
は
30
万
部
、　
ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
の　

『　
ア　
ル　
コ　
ー　
ル　
』　に　
い　
た　
っ　
て　
は　
1
0
0
万　

部
の
売
上
げ
を
記
録
し
た
。　

同
時
代
詩
人
に
関
し
て
は
こ
れ
ほ
ど

の
部
数
で
は
な　
い
も
の
の
、　
ブ
ー
ム

は
決
し
て
例
外
で
は
な　
い　
。　
通
常
詩
集

の
出
版
は
小
規
模
な
も
の
で
、　
年
間
総

数
15
冊
、　
1
冊
あ
た
り
の
印
刷
部
数
は

1
0
0
部
ど
ま
り　
。　
こ
れ
を
3
、　
4
年

か
け
て
完
売
さ
せ
る
ペ　
ー
ス
だ　
っ　
た

の
が　
、　
現
在
は
初
版
の
段
階
で
す
で
に

2
0
0
0
部
が
印
刷
さ
れ
る
。　
こ
の
よ

う
な
現
象
に
は
、　
先
に
あ
げ
た
国
立
書

籍
セ　
ン
タ
ー
が
81
年
か
ら
開
始
し
た

詩　
へ　
の
出
版
助
成
が
関
係
し
て　
い
る
と

の
声
も
あ
る
。　

こ　
の
詩　
へ　
の
情
熱
は
一
時　
の
流
行
？
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フ
ラ
ン
ス
出
版
事
情

本
年
３
月
24
日
笹
川
日
仏
財
団
は

10
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ま
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
珍
し
い
基
本
財
産
を
持
つ
民
間
の

助
成
財
団
で
、
試
行
錯
誤
の
10
年
で
し
た
が
、

今
後
と
も
皆
様
の
ご
指
導
賜
り
ま
す
よ
う

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（M）

今
年
二
月
十
一
日　
か　
ら

十
四
日
ま　
で　
、　
大
阪
と　
東
京　

で　
、　
日
本
人
若
手
声
楽
家

と　
コ　
レ　
ペ　
テ　ィ　
ト　
ゥ　
ア　
を
対
象　

に　
、　
第
二
回　
パ　
リ
滞
在
研
修　

の　
た　
め　
の　
オ　
ー　
デ　ィ　
シ　
ョ　
ン　
が　

開
催
さ　
れ　
、　
四
十
四
名　
が　

応
募
、　ソ　
プ　
ラ　
ノ　
、　メ　
ゾ　

ソ　
プ　
ラ　
ノ　
、　
ピ　
ア　
ニ　
ス　
ト　

各　
一　
名　
が　
合　
格　
し　
た　
。　

こ　
れ　
は　
、　
当
財
団

と　
パ　
リ
市
立　
シ　
ャ　
ト　

レ　
劇
場　
が　
企
画　
し　
た　

半
年
間　
の　
滞
在
研

修　
で　
、　
一
九
九
九
年　

に　
第
一
回
オ　
ー　
デ　
ィ　

シ　
ョ　
ン　
を
実
施
。　
劇

場
と　
い　
う　
、　
実
際　
の　

公　
演　
が　
制　
作　
さ　
れ　
る　

現
場　
で　
才
能
あ　
る　

ア　
ー　
テ　ィ　
ス　
ト　
の　
実
力

を　
さ　
ら　
に　
磨　
い　
て　
い　

く　
こ　
と　
を
主
眼
と　
し　

て　
い　
る　
。　

初
回　
の　
合
格
者

二
名　（　
メ　
ゾ　
ソ　
プ　
ラ　
ノ　

と　
コ　
レ　
ペ　
テ　ィ　
ト　
ゥ　
ア　
）　は　
、　
今
年
一
月　
に　
渡
仏　
し　
、　

す　
で　
に　
シ　
ャ　
ト　
レ　
劇
場　
の　
作
成
す　
る　
プ　
ロ　
グ　
ラ　

ム　
に　
沿　
っ　
て　
研
鑽
を
積
ん　
で　
い　
る　
。　
同
劇
場　
で　

上
演
さ　
れ　
る　
オ　
ペ　
ラ　
の　
稽
古
見
学　
や
特
定　
の　

役
柄　
の　
ア　
ン　
ダ　
ー　
ス　
タ　
デ　ィ　
、　
ま　
た　
音
楽
顧
問　
に　

よ　
る　
直
接　
レ　
ッ　
ス　
ン　
な　
ど　
を
受
け　
る　
多
忙
な　

ス　
ケ　
ジ　
ュ　
ー　
ル　
が　
組
ま　
れ　
て　
い　
る　
。　
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A la carte
ア・ラ・カルト

第１回研修生の飯坂純さんと増田貴代子さん


